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【背景および目的】 

「機能性フードペアリング」は、食品成分の組み合わせにより生体調節作用を向上させるという

コンセプトであり、食品の機能性研究における新しいアプローチとして注目を集めている。一方

で、オートファジーは細胞内の成分を分解する機構であり、細胞レベルから個体レベルまでの健

康維持に重要な役割を果たす。また、オートファジーの活性化は、運動機能や高次脳機能を維持

しながら寿命を延ばすと報告されている。そのため、食品成分を用いてオートファジーを効果的

に活性化できれば、予防医学や健康増進に貢献できる。そこで本研究では、オートファジー活性

を高める食品の組み合わせを探索することを目的とした。 

【方法および結果】 

はじめに、各食品試料がヒト結腸がん細胞株 Caco-2 の脱水素酵素活性に与える影響を WST-8

法により評価したところ、6 つの食品試料が脱水素酵素活性を上昇させた。また、細胞数に与える

影響をセルカウント法により検討した。その結果、これらの食品試料は細胞数に変動を与えなか

った。続いて、オートファジーフラックス活性を定量的に評価するため、GFP-LC3-RFP プローブ

を導入した Caco-2 細胞に各食品試料を処理したところ、3 つの食品試料においてオートファジー

活性化作用が認められた。また、2 つの食品試料は mTORC1 経路を介して、1 つの食品試料は非

依存的経路を介してオートファジーを誘導することが示唆された。さらに、これらの異なる経路

を活性化する成分を組み合わせることで、効果的にオートファジー活性が高まることが示唆され

た。 

【結論および今後の課題】 

本研究により、異なる作用機序でオートファジーを活性する食品因子の組み合わせは、効果的

にオートファジーを活性化させることが示された。しかしながら、詳細なメカニズムやその他組

み合わせについては不明な点が多いので、さらなる検討が求められる。 

※無断転載禁止 


